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社会福祉法人 横手市社会福祉協議会　本部 地域福祉課　☎36－5377

みんなで
支えあえる地域をめざして
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生活支援体制整備事業通信

　住み慣れた地域で、元気にいきいきと暮らし続けられるように、生活支援コーディネー
ターや協議体が中心となり、支えあいや社会参加の充実した地域づくりを進めています。

■横手市協議体発行　■社会福祉法人 横手市社会福祉協議会事業受託

おはよう、まめ子さん。

今日も大雪だね。

マモルさん

まめ子さん

除雪も時々なら良いんだけど
こう毎日だと疲れちゃうよ。

うちの子が登校するときに
見守ってくれてるお礼だよ。

マモルさんおはよう。

マモルさんありがとう！

❶動き続けるので有酸素トレーニングにもなる
❷ウォーキングの約２倍の運動強度がある
❸全身を使うため様々な筋肉が鍛えられる　など

まめでら博士

除雪には筋トレや
ダイエット効果も
あるらしい！？● 除雪に隠れた運動効果 ●

心臓にかかる負担も大きい
から無理は禁物じゃよ。

うちはもう終わったから除雪を手伝うよ。

地域のみんなができる範囲で支えあうことが、住みよい地域づくりにつながります

支えあい

お

願い
します

　協議体では、見守りあいなどの「支えあい」や交流が深まる「つ
どいの場」、日常生活に役立つ「知恵」や「サービス」などの情報
を集め、地域への情報発信を行いながら、いきいきと暮らせる地域
づくりを進めています。
　下記の連絡先へ情報をお寄せいただければ、協議体メンバーなどが
お伺いし取材をさせていただきますので、ぜひご協力をお願いします。

あんしん見守りシール
　横手市では、認知症などにより行方不明になった方

を早期に発見・保護することを目的に、発見者とご家

族などがやりとりできる QR コードのついた「あんし

ん見守りシール」を希望する方へお配りしています。

◆対象者　認知症により行方不明になる心配がある方など
◆利用料　無　料（耐洗シール40枚、蛍光シール10枚）

福祉サービ
ス

紹介コーナ
ー

利用を希望される場合や詳しい内容については、
地域包括支援センターや最寄りの市役所地域局、
横手市社会福祉協議会へお問い合わせください。

参考資料：ウインターライフ推進協議会ホームページ

試験用の専用サイトにつながるQR
コードですので、お試しください。

※読み取りに使用した端末の
情報は一切記録されません

● 気になる方を見かけたら、まずは声を
かけてみましょう。

●地域のみんなでこのシールのことを教
えあい、みんなでサポートの輪を広げ
ていきましょう。

ご協力をお願いします！

洋服などに着いているシー
ルをスマホなどで読み取る
と、ご本人の情報や対応方
法などが表示されます。

発見者

発見者とご家族などが
やりとりできる専用サイト
につながり、居場所などの
情報を伝えることができます。 ご家族

連絡できます

ご家族へ
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地域で安心して暮らし続け
るた
めに！

共助の取り組み拡大中！

除雪の苦労は大変な困りごとじゃが、それをみんなで協力しあって
支える「共助」の取り組みが少しずつ広まっているんじゃ。

例えばこんな取り組みがあるんじゃよ。

◆活動を始めたきっかけ◆

　雪のため日常生活が困難になってしまう方

が、少しでも快適に、また安全に過ごせるよう

にとの思いから、平成24年に活動をはじめま

した。また、厚生労働省が行っている地域支え

合い事業を活用し、小型ローダーを購入できた

ことも活動を実現する後押しとなりました。

　ガソリン代など、いくらかのお金を支援先か

らもらったほうが長続きするとの助言もいただきましたが、町内会から活動資金の支

援を受け、個人宅からの報酬はもらわずに活動を続けています。

　地域のためにできることをしたいとの思いが受け継がれ、今年は新たに３名のメン

バーが加わり、精鋭19名で活動を行う予定です。

◆主な活動内容◆

　高齢者世帯などの除雪に苦労してい

る世帯を対象に、除雪車が来た日の朝

に間口等の除雪支援を行っているほ

か、会館などの除雪も行っています。

　「ありがとう」の言葉をなによりの

励みに、今シーズンも除雪支援に取り

組みます。

　除雪に困っている人が多いと町内の会合で

話題になり、なんとか支援できる方法が無い

かと話し合いを行いました。その結果、町内

会の予算からガソリン代を捻出し、平成24

年から除雪機による除雪支援活動をはじめ

ました。

　当初は雪下ろし支援についても検討しまし

たが、自分たちが無理なく続けられる範囲で

行えるように、除雪のみ行うことにしました。

　若い人は年々少なくなっているほか、仕事で朝早くから出かけてしまう人も多いの

で、朝に活動できる方に個別に協力を呼びかけながら活動を継続しています。

◆主な活動内容◆

　高齢者世帯や除雪に難儀している世帯を対象に

除雪支援を行っており、玄関までタクシーや緊急

車両が入れるように通路の確保を行っているほ

か、屋根から滑り落ちた雪や軒から落とした雪な

どの除雪を行っています。また、スクールバス乗

り場や神社周辺、市道の狭くなる箇所、消火栓周

り、ゴミ集積場などの除雪も行っています。

◆活動を始めたきっかけ◆

除雪活動の様
子

みんなで危険
箇所などを確

認

除雪活動の様
子

お
ま
ち
し
て
い
ま
す

市内には買物支援や移動支援、自主防災活動など様々な共助の取り組みがあります。「共助の取り組みをもっ
と知りたい」「活動してみたい」という方は、横手市社会福祉協議会　本部 地域福祉課（☎36 － 5377）又は
最寄りの福祉センターへぜひお知らせください！

雄物川地域船沼除雪支援ボランティア組織１

横手地域八幡町内会２

町内会や自治会などが行う除雪活動を応援します！
　自力で除雪を行うことが困難な世帯などを対象に除雪支援を行う町内会や自治会、
団体などを支援する取り組みがありますので、ぜひご活用ください。

高齢者世帯等の除排雪に取り組むために地域住民が主
体として設立した（予定含む）団体へ、設立に要する
経費に対し10万円を上限に補助します。
無償で除雪支援を行う団体を対象に、万が一のケガな
どに備えたボランティア活動保険の加入費用を１団体
につき 20名分まで社会福祉協議会が負担します。

❶除排雪団体設立助成事業費補助金
秋　田　県

❷ボランティア活動保険の加入
横手市社会福祉協議会


